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エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
 

自
然
資
源
の
保
全
と
活
用
 

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画
 
千

々

岩

 

哲
 

一
．
は
じ
め
に
 

今
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
 

性
ワ
ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
サ
ミ
ツ
ト
に
お
 

い
て
、
日
本
は
生
物
多
様
性
の
保
全
の
 

た
め
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
保
護
区
を
三
 

〇
％
設
定
す
る
こ
と
を
約
東
し
た
。
生
 

物
多
様
性
の
保
全
に
は
、
生
き
も
の
の
 

生
息
地
で
あ
る
自
然
環
境
の
保
全
が
欠
 

か
せ
な
い
。
日
本
は
c
o
P
1
0
で
s
A
 

T
O
Y
A
M
A
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
世
 

界
に
提
唱
し
、
人
が
関
与
し
た
二
次
的
 

自
然
が
生
物
多
様
性
を
守
る
役
割
を
担
 

っ
て
い
る
こ
と
を
印
象
付
け
た
。
 

一
次
産
業
が
生
み
出
し
た
地
域
の
社
 

会
経
済
と
景
観
、
文
化
は
自
然
環
境
と
 

深
く
関
係
し
て
き
た
人
の
暮
ら
し
の
歴
 

史
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
人
口
減
少
 

を
迎
え
、
そ
の
影
響
が
各
地
に
表
れ
て
 

い
る
日
本
に
お
い
て
、
観
光
立
国
と
し
 

て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
誘
致
を
強
 

く
推
し
進
め
て
き
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
 

こ
れ
ら
を
資
源
と
と
ら
え
て
ツ
ー
リ
ズ
 

ム
に
活
か
す
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
 

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
そ
の
ー
 

つ
で
あ
り
、
自
然
環
境
の
保
全
を
前
提
 

と
し
て
地
域
の
観
光
に
寄
与
す
る
も
の
 

で
あ
る
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
第
 

111
条
）
。
ッ
ー
リ
ズ
ム
を
機
と
し
た
人
 

と
の
つ
な
が
り
は
、
自
然
や
文
化
を
守
 

る
人
材
や
資
金
の
確
保
に
つ
な
が
る
。
 

当
社
は
、
自
然
環
境
、
野
生
生
物
を
 

調
べ
、
守
る
た
め
の
知
識
と
技
術
を
ベ
 

ー
ス
に
自
然
環
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
 

な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
し
て
お
 

り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
地
 

域
資
源
の
拾
い
出
し
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
 

作
成
な
ど
に
関
わ
っ
て
き
た
。
本
稿
で
 

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
時
代
の
エ
コ
 

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
コ
ン
テ
ン
ッ
、
体
制
づ
 

く
り
の
課
題
や
留
意
点
に
つ
い
て
記
し
、
 

民
間
主
導
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
の
推
 

進
に
つ
な
げ
た
い
と
思
う
。
 

一
一
．
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
 

リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題
 

わ
が
国
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
 

の
受
け
入
れ
目
標
数
を
掲
げ
、
そ
の
達
 

成
の
た
め
に
情
報
発
信
に
努
め
、
あ
わ
 

せ
て
世
界
に
通
用
す
る
国
立
公
園
等
の
 

整
備
、
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
の
支
援
な
 

ど
を
進
め
て
き
た
。
旅
行
者
数
は
順
調
 

に
推
移
し
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
 

イ
ル
ス
の
広
が
り
に
よ
り
、
事
態
は
大
 

き
く
変
わ
っ
た
。
そ
れ
で
も
来
る
日
の
 

た
め
に
準
備
を
進
め
る
動
き
は
各
地
で
 

続
い
て
い
る
。
 

こ
れ
ま
で
日
本
は
、
食
や
文
化
を
強
 

み
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
エ
シ
カ
ル
 

消
費
や
s
D
G
s

、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
 

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
広
が
り
に
伴
い
、
海
 

外
で
は
食
を
含
め
て
野
生
動
物
の
取
り
 

扱
い
や
接
し
方
、
観
察
に
関
す
る
倫
理
 

に
変
化
が
見
ら
れ
、
こ
の
点
に
お
い
て
 

日
本
は
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
思
 

え
る
。
昨
年
度
、
作
成
に
関
わ
っ
た
環
 

境
省
業
務
（
「
生
き
も
の
と
の
出
会
い
 

の
旅
を
創
る
－
国
内
・
海
外
二
〇
の
事
 

例

ー

」

（

図

1

)
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2
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a
s
e
s
t
u
d
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e
s
o
「国
ildlifet
o
仁
 

ris
ョ・
pdf
）
で
は
、
日
本
と
海
外
の
先
 

行
事
例
を
ま
と
め
る
中
で
、
欧
米
で
は
 

複
数
の
旅
行
業
界
団
体
や
企
業
が
、
野
 

生
動
物
に
関
す
る
ツ
ア
ー
に
お
け
る
観
 

察
法
や
接
し
方
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
 

ン
を
設
け
、
変
化
に
対
応
す
る
だ
け
で
 

な
く
、
け
ん
引
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
 

し

た

（

例

え

ば

、

カ

ナ

ダ

の

O
切
く
＞
】
 

h
t
t
p
ー
ミ
国
国
国
・
b
e
a
r
v
i
e
国
ing
・ca
\）。 

コ
ロ
ナ
禍
は
こ
の
変
化
を
日
本
人
に
気
 

付
か
せ
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
。
国
内
 

で
は
、
食
材
と
な
る
生
き
も
の
の
適
切
 

な
取
り
扱
い
や
倫
理
的
配
慮
よ
り
も
美
 

味
し
さ
や
話
題
性
に
注
力
し
て
い
る
。
 

ア
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
体
験
に
つ
い
て
は
、
 

自
然
環
境
や
野
生
生
物
へ
の
配
慮
を
欠
 

き
、
供
養
や
過
度
な
利
用
を
抑
え
て
き
 

た
伝
統
的
な
シ
ス
テ
ム
が
活
か
さ
れ
て
 

い
な
い
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。
欧
米
の
 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
は
、
対
象
と
す
 

る
野
生
生
物
の
生
息
地
に
身
を
お
く
こ
 

と
、
偶
然
の
出
会
い
を
大
事
に
し
て
い
 

る
と
聞
く
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
 

」
一
 

舟
 

戒 

"" 

生きものとの 

出．いの旅を．る 

●円・海外20の●・ 
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図1 国内外のエコツアー先 

行事例を紹介した冊子 
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方
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
好
意
的
 

に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
は
危
う
い
。
S
 

A
T
O
Y
A
M
A
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
 

恥
じ
な
い
地
域
ル
ー
ル
の
設
定
が
必
要
 

で
は
な
い
か
。
 

111
．
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
と
 

地
域
ル
ー
ル
 

エ
コ
ツ
ア
ー
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
考
え
 

る
際
に
は
、
旅
行
者
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
 

サ
ー
）
、
地
域
住
民
と
協
力
者
、
事
業
 

者
（
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
）
の
三
者
の
視
点
 

で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
先
に
 

述
べ
た
こ
と
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
 

者
と
事
業
者
と
の
思
考
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
 

示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
埋
 

め
る
た
め
に
も
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
 

く
り
に
外
部
の
人
材
を
加
え
る
 

こ
と
が
望
ま
し
い
。
エ
コ
ツ
ー
 

リ
ズ
ム
の
展
開
と
し
て
、
最
重
 

要
と
考
え
る
こ
と
は
、
地
域
や
 

事
業
団
体
の
将
来
像
、
発
展
ビ
 

ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
、
地
域
に
お
い
て
協
力
 

関
係
を
築
き
、
強
固
に
す
る
上
 

で
も
役
に
立
つ
。
各
自
の
経
済
 

発
展
だ
け
で
こ
と
が
進
む
と
企
 

業
の
乱
立
が
起
き
、
自
然
環
境
 

の
保
全
が
困
難
に
な
る
。
こ
の
 

よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
 

地域・事業団体 

将来像・ビジョンづくり → 地」敵1）ルール、ガイドラインづくりに反映 
（日本版OECMの展開〕 

も
地
域
の
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
 

必
要
で
あ
り
、
未
来
像
は
そ
の
核
と
な
 

る
。
持
続
可
能
な
ツ
ア
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
 

で
あ
る
た
め
に
は
、
自
然
環
境
や
対
象
 

資
源
の
保
全
が
不
可
欠
で
あ
る
。
s
D
 

G
s

の
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
保
全
 

保
護
の
た
め
の
地
域
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
 

ラ
イ
ン
を
設
け
、
そ
の
想
い
を
物
語
と
 

し
て
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。
守
ら
れ
た
 

特
別
な
地
で
あ
る
こ
と
は
、
ツ
ア
ー
の
 

付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
 

エ
コ
ツ
ア
ー
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
の
 

大
き
な
流
れ
を
図
2

に
示
し
た
。
将
来
 

像
を
描
い
た
後
に
、
地
域
資
源
の
拾
い
 

出
し
と
関
連
性
を
整
理
し
、
物
語
と
し
 

ーーーピジョラ.-.刀縄旅認こご 
始
動
（
協
力
者
の
獲
得
な
ど
）
 

工
程
表
の
作
成
 

役
割
‘
担
当
の
決
定
 

ト
 

物
語
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
資
源
の
抽
出
 

（
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
〕
 

資
源
の
関
連
付
け
・
整
理
 

資
源
の
拾
い
出
し
 

図2 エコツアーのコンテンツ作成の手順 

地域の魅力を活かす 
工コツアー設計の手引き 

図3 エコツアーコンテンツ作 

成のための手引書 

て
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
の
抽
出
（
絞
り
 

込
み
）
を
行
い
、
語
り
部
や
情
報
提
供
 

者
な
ど
の
協
力
者
の
洗
い
出
し
や
協
力
 

の
打
診
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
 

そ
の
後
、
事
業
を
進
め
る
上
で
の
役
割
 

分
担
と
工
程
表
の
作
成
を
行
い
、
確
実
 

に
進
め
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
に
な
る
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
流
れ
は
、
地
域
（
事
 

業
組
織
）
の
将
来
像
と
整
合
性
を
取
る
 

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

自
然
資
源
に
配
慮
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
 

作
成
と
留
意
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
 

以
前
、
作
成
に
関
わ
っ
た
「
ツ
ア
ー
企
 

画
者
の
た
め
の
地
域
の
魅
力
を
活
か
す
 

エ
 
コ
 
ツ

ア

ー

設

計

の

手

引

き

」
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（
関
西
広
域
連
合
・
図
3
) 

に
詳
し
い
。
「
物
語
」
を
重
視
し
た
コ
 

ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
は
、
詰
め
込
み
型
コ
 

ン
テ
ン
ツ
を
回
避
す
る
上
で
も
有
効
で
 

あ
り
、
旅
行
者
が
求
め
る
訪
問
地
な
ら
 

で
は
の
特
別
な
体
験
の
提
供
に
つ
な
が
 

る。 四
．
お
わ
り
に
 

s
A
T
O
Y
A
M
A
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
 

ブ
が
示
す
の
は
、
人
の
暮
ら
し
が
あ
っ
 

て
自
然
が
守
ら
れ
る
自
然
共
生
社
会
の
 

姿
で
あ
る
。
過
去
に
は
過
度
な
利
用
に
 

よ
り
山
林
が
荒
廃
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
 

森
林
の
回
復
が
進
み
、
法
整
備
が
進
ん
 

だ
今
日
に
お
い
て
、
受
け
継
い
だ
自
然
 

環
境
、
自
然
資
源
を
守
り
活
か
す
新
し
 

い
方
法
を
見
出
す
こ
と
は
、
国
際
的
に
 

進

め

ら

れ

る

O

E

c

M

(o
ther 

の臣
b
c
t
i
v
e
a
r
e
a
-b
a
s
e
d
c
o
nserVati
o
ロ
 

目
easures
）
の
動
き
に
も
合
致
す
る
。
 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
広
が
り
を
心
配
す
 

る
声
も
聞
か
れ
る
が
、
日
本
モ
デ
ル
と
 

言
え
る
民
間
主
導
の
自
然
環
境
保
全
の
 

仕
組
み
づ
く
り
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
 

展
開
に
期
待
し
た
い
。
 

千
々
岩
 
哲
●
ち
ぢ
い
わ
 
あ
き
ら
 

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画
 
野
生
生
物
管
理
 

部
 
名
古
屋
ォ
フ
ィ
ス
勤
務
。
技
術
士
（
環
 

境
部
門
、
建
設
部
門
）
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
タ
 

ヌ
キ
を
対
象
に
生
息
地
利
用
等
を
研
究
。
現
 

在
は
、
野
生
動
物
の
保
護
管
理
、
ツ
ー
リ
ズ
 

ム
や
獣
害
対
策
な
ど
を
含
め
た
地
域
活
性
化
 

の
支
援
業
務
を
主
と
し
て
、
環
境
ァ
セ
ス
メ
 

ン
ト
、
企
業
c
s
R
支
援
な
ど
に
携
わ
る
。
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